
不安定原子核の理工学
（京大複合研、京大院理1、名大院工2、＊＊＊＊＊＊＊）○熊取太郎、朝代花子、＊＊＊＊＊＊＊

１．はじめに：原子核研究において不安定核ビームは非常に有用である。
＊＊＊＊＊＊＊
２．実験：140Csを鉄箔に打ち込み試料を作製した。
＊＊＊＊＊＊＊
３．結果：図1 に共鳴振動数の外磁場依存性を示す。＊＊＊＊＊＊＊
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Fig. 1.  NMR/ON resonances of 140LaFe measured by detecting the 1596 keV -transition at Bapp = 0.1, 0.2, 0.4, and 0.6 T.
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